予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：精神保健費
	事業名　心のダイヤル相談員設置費


　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部　精神保健福祉センター　保健福祉課　電話番号：058-273-1111（内2253）

E-mail： c22606@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　2,816千円（前年度予算額：2,701千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,701
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,701

	要求額
	2,816
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,816

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
　心に悩みを抱えている人は増加傾向にあり、このため、県民がこころの健康づくりの相談を気軽に行えるよう、平成３年度から専門相談員を設置した。

相談員が相談者の悩みごとに傾聴しながら、専門知識と経験等を基に的確な助言を行っており、継続的な電話相談にも対応している。
（２）事業内容

専用電話「心のダイヤル１１９番」として、専任相談員が心の悩み（人間関係、病気に対する不安、性格的な悩み、閉じこもり、家庭内暴力等）の相談に対応する。

対応者：非常勤専門職（心のダイヤル相談員）　　１名
受付（対応）時間：月曜日から金曜日（祭日を除く）午前１０時～午後４時

（３）県負担・補助率の考え方

　　　県　１０／１０
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報酬
	2,422
	相談員報酬

	共済費
	394
	相談員保険料等

	合計
	2,816
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	·  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　（長期構想上の位置付け）

　　　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　　　３　障害のある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由

	　心に悩みを抱えている方の数を把握することは困難であり、「これだけ相談に対応した（実績を挙げた）」のだから目標達成ができた。」と言えない事業であることから、指標を設定することはできない。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
専用電話「心のダイヤル１１９番」として、専任相談員が心の悩み（人間関係、病気に対する不安、性格的な悩み、閉じこもり、家庭内暴力等）の相談に対応した。

対応者：非常勤専門職（心のダイヤル相談員）　１名

受付（対応）時間：月～金曜日（祭日を除く）午前10時～午後4時


（前年度の成果）

	・平成26年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

（事業の成果）　

　　平成25年度までの過去５年間の実績は下表のとおり

　　○こころのダイヤル１１９番相談件数

年度
21
22
23
24
25
相談件数
3,107
2,809
2,976
3,108
3,512
開設日数
242
242
244
245
237
平均相談件数
12.8
11.6
12.2
12.7
14.8
（今後見込まれる成果）

　　「こころのダイヤル１１９番」への相談件数は年々増加しており、１日当たりの平均相談件数は１４件を超えている状況で、非常にニーズが高い。今後も心に悩みを持つ方々が増加していくと考えられることから、貴重な相談・助言の場となっていくことが見込まれる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	　長引く経済不振等によるストレスや不安から、心に悩みを抱える人は増加傾向にあり、深刻化すれば本人のみならず家庭の崩壊も招きかねない状況となることもある。このため県としても相談等により深刻化を防いでいく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	　相談件数は増加傾向にあり、相談員１人の対応としては、飽和状態となっている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	　相談事業については、心に悩みを抱えていて相談しようとする方々ができるだけ相談しやすいようにする必要があることから、効率性を考慮して開設時間を設定している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　より多くの心に悩みを抱える方へ対応していくためには、常に相談員の専門知識の充実や相談の手法の向上を図っていく必要があり、相談員１人の体制では、これが十分実施できていかない面がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　　「こころのダイヤル１１９番」への相談件数は平均して１日１０件を超え、中には１時間を超えて相談対応をすることもある。

社会構造の複雑化に伴い、心に悩みを持つ方々が増加している状況から、県民ニーズの高い事業であり、継続して実施していく必要がある。


